
  

▼［在校中］授業等を中断して下校する場合 、
 
地区別の担当教職員が安全を確認しな 

がら通学路に沿って 

 

地区まで下校指導を行います。 

  

▼［登下校中］登下校時は、教職員が交差点等に立って安全指導をします。 

  

 

◆大きな地震（震度４程度）が発生し、通常の登下校では危険が予想される場合  
◇台風・大雨・大雪の影響により、通常の登下校では危険が予想される場合  
◇停電・計画停電等により、信号がつかない場合  

                

  

 * 登下校中に地震が発生したときの行動 *  

 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  

地震・自然災害等発生時   下校・引き渡しマニュアル（山城小学校）   

危険レベル   赤   学校待機   ⇒   引き渡し   

◆震度５弱以上の地震が起きた場合   
◇台風・大雨・大雪（気象警報発令）でブロック塀や建物の倒壊、河川の氾濫が確認 
された場合   

◇その他、非常災害により、電話の不通、大規模停電が発生した場合 
  

★   大規模停電，電話（固定電話，携帯電話）の不通が想定されます。   
☆   学校あんしんメールも使えないこともあります。   
  上記の場合には、   
  「児童全員を学校待機とし、保護者による引き取り」 をお願いします。     
   ※「引き渡し確認カード」に記載された引き取り者   

      自動車での来校は、ご遠慮願います。   

◇ 登校前の場合は，自宅に待機させてください。   

危険レベル   黄   登下校の時間帯の変更や中断等の対応 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

ものが「落ちてこない・倒れてこない・移動してこない」場所へ！   

第 

一 

次 

行 

動 

はなれる   

おおう   

すわる   

学校   避難場所   自宅   

第 

二 

次 

行 

動 

危険な場所（塀・自動販売機・ 
電柱・建物等）から離れる。 
   

かばんやバッグで 
頭部を保護する。 

  

自宅に誰もいない場合は、自宅へは 
もどらない。 

  
安全な場所へすわる。 

  

状況に応じて安全で近いところに 
避難する。 

  


